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平成２４年度第１回東郷湖活性化プロジェクト推進会議 会議録 

 

日 時  平成２４年１０月２５日(木) 午後１時００分～２時３０分 

場 所    湯梨浜町役場 別館１階 講堂 

 

１．開  会   

（進行：仙賀副町長） 

 時間になりました。皆さんお忙しい中ありがとうございます。まだ若干来られていない

方もありますけれども、ただいまより平成２４年度第２回東郷湖活性化プロジェクト推進

会議を開催いたします。 

 

２．会長あいさつ 

 こんにちは。東郷湖活性化プロジェクトチームについて、ちょっと復習をしてみますと、

東郷湖周辺あるいは湯梨浜にいっぱい事業があります。そういう事業を皆で共通に理解す

る、そしてそうした事業が連携して総合力として東郷湖を中心にしながら湯梨浜町を活性

化するという、そういうねらいがあるんだろうと思います。今回は、前回のご意見で見直

したところを事務局からご説明いただき、そのあと２４年度の進捗状況の話をしていただ

くことになっておりますが、どうぞ忌憚のないご意見をいただきながら、より効果的な事

業になるようにと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

３．町長あいさつ 

皆さん、昼中のご多用なところご出席いただきまして、本当にありがとうございます。

したがってあいさつも簡潔にさせていただきます。今日は本年度の中間報告みたいなかた

ちで、ＰＤＣＡサイクルのＤｏのあとでチェック（Ｃｈｅｃｋ）ということで、下半期の

活動にきちんと結び付けていきたいという趣旨ではないかと思っております。そのほかに

も県の方から、東郷池の河川整備計画の検討状況等について、ご報告をいただいたりする

ようになっております。いろいろ町のほうからもお願いしたりしておりまして、それに沿

って進めていただいておりますけれども、住民の皆様の意向もとても大切にしておられま

すので、忌憚のないご意見をいただければというふうに思っているところでございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（仙賀副町長） 

そうしますと、４番以降は会長のほうから進めていただきます。 

（山田会長） 

事務局から、県からおいでになっているお二人をご紹介いただけますか。 

 

＊鳥取県中部総合事務所 県土整備局 桑田局長、道路都市課 川原副主幹より自己紹介。 
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４．協議事項 

（１）平成２４年度事業進捗状況について 

（山田会長） 

そうしますと、お手元の協議事項についてご説明をお願いしますけれども、個別事業の

進捗状況ということで、東郷湖活性化プロジェクト事業体系図の見直しについて事務局か

らお願いいたします。 

（事務局 赤坂） 

失礼します。お手元の東郷湖活性化プロジェクト事業体系図の資料をご覧いただけます

でしょうか。こちらの資料ですが、第１回の会議のときには事業 No.４『内水面の環境保全』

とあるところに『シジミの生息環境改善対策』というものが入っておりました。この中に

“シジミの生息環境改善対策”と“エコファーマー”、あと“クリーンアップ事業”といっ

た内容のものが含まれておりまして、委員の方から「事業の目的から項目を分けたほうが

よいのではないか」「目標の再設定が必要ではないか」また、エコファーマーについては、

「別立てして産業部門に」とのご意見をいただいておりましたので、第２回会議に際しま

して、こちらの事業を３つに分けさせていただきました。『シジミの生息環境改善対策』に

つきましては、覆砂だけではなく稚貝放流等の事業も含めまして産業部門のほうに変更さ

せていただきまして、“クリーンアップ事業”につきましては『内水面の環境保全事業』と

いうことで環境部門に。また、『エコファーマーの推進』ということで、産業部門に別立て

で追加をさせていただいております。以上です。 

（山田会長） 

具体的には、ナンバーで言うと４番と１７番と１８番ですね。よろしいでしょうか。と、

いうような体系図の変更をしましたということです。では、以下、従前どおり担当課長に

よる個別事業の進捗状況の報告をお願いいたします。では順次お願いします。 

 

◆個別事業の進捗状況 

（前田町民課長） 

はい。それでは町民課から私が申し上げます。町民課は２ページ３ページでございます

ので、該当するページをお開きいただければと思います。最初に水草の肥料化ということ

で、この事業は平成２０年度から実施をしてきたものでございます。本年度につきまして

も、水草の刈取りをして水質浄化に役立てたいということで計画をしたところでございま

すが、水草、藻の発生がなかったということもございまして、この刈取りを実施すること

ができませんでした。目標に対する達成度としては０％ということでございます。この水

草肥料化が昨年と本年度中止となったということで、いろいろと原因はあろうかと思いま

すけれども、本年度につきましても塩分濃度が比較的高いということ、それから夏場特に

アオコが発生をした、非常にさくさん発生をしたということで、光が遮られて、この水草

の成長が阻害されたということが、推定される要因の一つではないかなというふうに考え

ておるところでございます。 
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 次に東郷池を守るアダプトプログラム制度の推進ということで、こちらの事業は、平成

２０年度から実施をしているものでございます。今年度はアダプトプログラムの参加団体、

平成２３年度末２５団体だったものを３０団体に拡大をしたいということで、現在取り組

んでおるところでございます。現在の中間報告といたしましては、２団体、このアダプト

プログラムの趣旨に賛同していただきまして、参加をするという表明をいただいておりま

す。現在が２７団体というところでございます。以上です。 

（岸田建設水道課長） 

 続きまして、建設水道課です。４ページをお願いいたします。水質浄化覆砂事業及び効

果検証ということで、覆砂工事は平成２１年２２年に実施いたしまして、平成２１年から

２３年にかけまして効果検証調査を実施しております。今年度も継続中ということで、目

標に対する達成度は５０％ということでした。以上です。 

（山田産業振興課長） 

 産業振興課から内水面の環境保全についてご説明させていただきます。計画としては漁

協さんの協力をいただきまして、東郷池の湖面・湖底のゴミの回収を行うというものです。

本年度については１０月２７日に実施予定でございます。目標としては、昨年は台風等の

影響で相当ありましたけれども、２４年度目標といたしましては１９.６㎥を目標としてお

るところでございます。以上です。 

（中本企画課長） 

 続きまして６ページでございます。稚魚の放流調査ということで、サケを卵から育てて

放流するということで、これにつきましては、進捗といたしましては１２月からというこ

とで、現在のところ進捗はございません。そのほかホームページ等で今後公開していく予

定でございます。以上でございます。 

（山田産業振興課長） 

 次、７ページでございます。池の産物料理メニュー化促進でございます。現時点で特に

これといったメニューの開発は行われておりません。ただ、商工会青年部等が中心となっ

て『鬼しじみ焼きそば』をいろいろなイベントで出しておりまして、大変好評を得ており

ます。そのへんを商品化できればなということで検討しておるところでございます。 

 次、８ページでございます。カニバス事業でございますが、これも例年１２月１５日か

ら３月３１日まで実施する計画でございます。本年もその打ち合わせ等を実施しておりま

すけれども、従来どおり行っていくというような話で実施する予定でございます。それに

加えて、松崎地区の団体と連携しながら街あるき新聞を作成したり、旅館、施設や飲食店

への波及効果を狙うということでございます。 

 ９ページでございます。特産品販売促進活動でございますが、９月６、７日に東京新橋

のアンテナショップにおきまして、二十世紀梨と、今観光協会で進めております『愛すプ

ロジェクト』が製作しましたアイスの販売を行いました。結果としてはもう一歩だったわ

けでございますけれども、そういったものを含めて、今アイスクリームのプロジェクトチ

ームが徐々に活発化してきておりまして、各イベントで販売等を進めておる状況でござい
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ます。 

 次の１０ページでございますが、観光商品造成戦略活動でございます。これは、滝床の

ツアー、梨選果場ツアー、それから野花梅園ツアー等の推進をはかっておるところでござ

いますが、滝床ツアーについては、昨年よりは若干数は減っておりますけれども、なかな

か好評を得ているところでございます。ただ、この事業についてはなかなか経費の部分で

相当きつくなりまして、継続していく方法を今後も検討していかなくてはならないのでは

ないかと考えております。それから、ＪＲのキャンペーンの中で倭文神社ということで参

拝プランを計画してきたわけでございますけれども、残念ながらあまり効果が出ておりま

せん。これについても今後啓発していこうかなというところでございます。以上でござい

ます。 

（山口委員：燕趙園） 

 燕趙園の遊覧でございます。燕趙園と望湖楼を発着とする遊覧船を運行するというもの

でございます。現在のところ、５月、９月、１０月にそれぞれ１件ずつ引き受けをしてお

ります。若干通常の年よりも動きが緩いのかなぁという印象でございますが、９月２９日

におきましては、「地域づくり団体全国研修交流会鳥取大会」ということでございまして、

中国茶藝も行ったということでございます。 

 １２ページでございます。道の駅燕趙園でございます。「観る」「食う」「買う」の三つの

柱で賑わいを創出したいというふうなことでございます。進捗状況・実績につきましては

右下のほうに記載がございますが、黒い菱形につきましては燕趙園を中心としたイベント

でございます。下の二つ、白の菱形、これに実はもう一つありまして、５月に道の駅のほ

うで駅弁を作っております。それの販売が一つ。それから、旬のおまかせ野菜セット。こ

れは売店のほうで旬の野菜を詰め合わせにして、お送りするというプランを組んでおりま

す。それから最後にオリジナルプリン。これはレストランでオリジナルプリンを販売する

というようなことを行っております。また、今後は、単独で売るよりも、道の駅と燕趙園

の庭園を含めたイベントを行って、誘客をはかりたいというふうに考えております。以上

でございます。 

（山田産業振興課長） 

 続きまして１３ページでございます。ハワイトライアスロンｉｎ湯梨浜大会でございま

すが、本年は６月１７日に開催いたしました。開催規模は昨年よりも５０名多く募集いた

しまして、定員を大きく上回る申込みをいただきました。財源の関係でございますが、本

年はＴＯＴＯスポーツ振興助成というものを受けることができまして、事業費的には若干

余裕がある事業だと考えております。目標としております宿泊者の拡大ということでござ

いますけれども、宿泊者の目標を７４名としておりましたけれども、本年は２０４名の宿

泊がございました。目標を大きく上回っております。ボランティアについては昨年よりも

若干減りまして９７．８％という数字になっています。以上でございます。 

（中本企画課長） 

 １４ページでございます。湯梨浜夏まつりでございます。事業の目標としましては、湯
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梨浜夏まつりの認知度を向上させるということで、ホームページのアクセス数を 3,000 以

上というようなかたちで設定しておりました。進捗状況としましては、７月２２日に水郷

際を開催し、７月２８日に、ここには書いていませんけれども、泊の夏まつりを開催した

ところでございます。アクセス数としましては、２，９３７件ということで、３，０００

にはちょっと届かなかったわけですけれども、９８％という達成度でございました。 

 次が１５ページでございます。中華コスプレ・プロジェクトにつきまして説明させてい

ただきます。事業の目標といたしましては、参加者を前年以上にするということで、前年

度の日本大会が１１２名、アジア大会が１５５名でございました。実績といたしましては、

５月に行いました日本大会が１９４名の参加で、前年度よりも上回ってきたという結果に

なっております。それと第５回の中華コスプレアジア大会というものが、来月ですけれど

も１１月１０日、１１日に開催を予定されております。これにつきましては、マンガの補

助金等もいただきながら今年度は企画を増やして中華グルメの祭典、中国アニメの上映、

中国アニメ映画監督とのシンポジウムなどを企画されておるところでございます。現在の

申込状況としては、日本国内１６５名で海外が３０名ということになっております。ただ

し、今回、いま中国との問題があって、中国のほうの参加者が減るのではないかというこ

とが懸念として残っているところでございます。大会状況については以上です。 

 続きまして東郷湖ドラゴンカヌー大会でございます。参加チームの増加を図り、幅広く

東郷池の魅力を発信するということで、目標を１００チーム、県内外のチームを幅広く募

るということを目標にしておられたところでございます。進捗状況といたしましては、大

会を８月２６日に開催いたしました。実質参加チームは７６チームで、前年度８０チーム

でございましたので４チームほど少なかったというのが状況でございます。評価といたし

ましては、なぜ減ったかという分析なんですけれども、大会日程が他のドラゴンカヌーイ

ベントと重なった関係で、例年の参加をしているチームの参加がいただけなかったという

ことが、原因のひとつにあるということで聞いておるところでございます。それと、魅力

アップというかたちで、屋台等の充実については幅広く参加を募り、近隣の琴浦ぐるめス

トリート等も出店いただいて賑やかに開催されたということで最終評価をしているところ

でございます。以上でございます。 

（山田産業振興課長） 

 続きまして１７ページでございます。水源域森林育成作業でございます。事業の内容に

つきましては、間伐事業の森林整備、竹林整備、そしてクヌギ分収造林といったようなこ

とを計画しておりますが、目標としましては、竹林整備として 1.5ｈａ以上、森林間伐とし

て 20ｈａ以上を目標として推進をしておりますが、現在のところ竹林整備として 0.24ｈａ、

間伐として 5ｈａ程度の要望しかまとまっておりません。 

 次に１８ページでございます。エコファーマーの推進でございます。これは先ほど事務

局からもありましたけれども、水田に関するエコファーマーは概ね９８％程度まで認定が

済んだということを受けて、樹園地のエコファーマーの育成をはかろうではないかという 

ものですが、実施計画としては、環境に優しい果樹経営農業者の育成、東郷池の水質に影
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響のある農薬・化学肥料の使用量低減、それから農薬散布後の残農薬処理の適正化という

ことをあげて進めております。現在のところ、農協の取り組みとしては、各支部を通じて

防除後の残農薬の適正処理について周知・指導をしておられるということでございます。

目標としましては、果樹農家エコファーマー認定制度、これは特に県等にはありませんの

で、独自の認定制度の策定ということになろうかと思いますが、それに向けて努力すると

いうことでございます。 

 次に１９ページでございます。シジミの生息環境改善対策でございます。シジミの生息

区域の拡大を図って東郷池の水質浄化を図るというものでございまして、覆砂により、水

深２ｍ程度のところの泥分５０％以上のシジミが生息しやすい環境を作っていくというこ

とで、本年は約２,０００㎥を計画しておられます。事業の実施としては、１１月３日を予

定しておられるところでございますが、稚貝がなかなか確保できないということで、明日

対策会議を開催する予定にしております。事業費としては町の補助ということで、事業費

１００万円に対して町が１／３補助する予定にしております。以上でございます。 

（岸田建設水道課長） 

 続きまして２０ページでございます。観光ルート整備ということで町道今滝線の改良で

ございます。現在、用地測量等を９月に発注しております。現在測量中。それから工事に

関する関係機関等協議、用地交渉を進めております。１１月の中頃には工事発注ができる

予定でございます。達成度としましては、現在３０％でございます。以上でございます。 

 続きまして２１ページでございます。藤津公園の地盤沈下対策ということで、これにつ

きましては６月で全て完成ということでございます。以上でございます。 

（県土整備局 川原副主幹） 

 ２２ページでございます。東郷湖周辺道路整備事業です。今年度、平成２４年度より測

量設計に着手しております。これは藤津から宮内の区間ということで歩道設置事業を実施

しているところでございます。２２ページの資料に実施の方針というところがあるんです

けれども、そこに計画延長Ｌ＝８６０ｍ、その次に、Ｗ＝６．０ｍ（１０.０ｍ）とあるん

ですが、ちょっと訂正がございまして、６．０が５．５ｍ、１０．０が９．２５ｍ、これ

が今現在の計画の予定となっております。その次に、図面をお付けしております。そちら

をご覧下さい。現在測量中ではございますが、だいたいこのようなイメージになるのでは

ないかなということをお付けしております。計画としては、桜の木が当延長にございます

が、これを全てといいますか、極力残すような方向で計画をしていきたいなというふうに

思っておりますが、道路の拡幅、歩道を設けるためにですね、どうしても拡幅しなければ

ならないので、やむを得ず切らなきゃならない部分が出てきます。それをちょっと説明さ

せていただきたいと思います。図面の左側、藤津公園あやめ池のところになります。赤で

ぐるぐるっと囲ってございますが、ここの１７本については、下に横断図がありますけれ

ども、歩道の中に木を残すような形で残したいなとは思いますが、一部やっぱりどうして

も枝が通行の邪魔になる部分が出てきますので、枝はらいをさせていただかなきゃならな

いかなというふうに思っています。それから、右のほうに行きまして、水色でぐるぐるっ
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と囲ってありますが、こちらは道路拡張に伴い伐採ということで１５本。これは湖側じゃ

ない側を、石碑の近くなんですけれども、ここが１５本程度どうしても支障になるので、

切らせていただかなきゃならないかなという雰囲気です。その次、ちょっと離れたところ

に赤でぐるぐるっと囲んでありまして、３本ありますが、ここはまだ詳細に測量ができて

いませんのではっきりとは言えないんですけれども、ひょっとしたら縦断勾配ですね、道

路の計画のために３本ほど切らなきゃいけない可能性がありますのでご承知ください。そ

して、宮内側ですね、伐採ということで９本、青でぐるぐるっと囲ってございます。こち

らのほうは歩道を拡幅するために、どうしてもやむを得ず切らなきゃなりません。現段階

ではこのような感じになるのかなと考えております。なるべく、桜のほうは残していきた

いなと思っておりますが、どうしても切らなきゃいけない部分が出てきますので、それを

ご承知いただきたいというふうに考えています。あと、桜はですね、今道路敷地外に植わ

っております。全て民地です。道路整備後も民地のほうに桜は残りますので、ゆくゆくは、

そこの管理について、また地域の皆さん、区を含めて、どういうふうに管理していくのか

といったご相談といいますか話し合いをしていかなきゃいけないかなと考えております。

以上です。 

（本田生涯学習・人権推進課長） 

２３ページでございます。東郷荘絵図活用導入事業でございます。進捗状況でございま

すけれども、６月２７日に第１回の研修会を開催してございますけれども、第２回の研修

会につきましては１１月８日に開催予定ということで、町報１１月号により周知していき

たいというふうに考えております。解説ボランティアの養成に向け、産業振興課・企画課・

当課の３課で協議をさせていただいたところでございまして、予定通り進捗ということで

達成度は３０％とさせていただいております。以上でございます。 

（中本企画課長） 

 続きまして、ゆりはま塾でございます。このゆりはま塾は、町の歴史や伝統、技術等を

習得し、次世代への継承と、最終的には観光ボランティアのほうにも参加していきたいと

いうような目標を持って開催しているところでございます。現在の目標といたしましては、

事業の進捗状況を随時ホームページ等で公開するという形で行っておるところでございま

す。進捗状況といたしましては、現在５月から９月までの間に塾生による自主学習会とい

う形で４回と、ゆりはま塾という形で町の生涯学習課と一緒になりながら、ゆりはま塾を

開催しているところでございます。現在までの評価といたしましては、塾生９名で自主的

に学習活動に取り組んでいただいておりまして、生涯学習・人権推進課と連携をしながら

事業を行っていくということでございます。ホームページにつきましては、状況を随時報

告しておるところでございます。目標の達成度としましては上半期で５０％という形での

達成率とさせていただいているところでございます。 

続きまして、東郷湖・未来創造会議（天女の降る里づくり）と言いまして、今年度から

このプロジェクトのほうにも入っていただいている内容でございます。町長が説明しまし

たように、今年度はキャラクターの製作とかシンポジウムの開催というかたちで、未来創
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造会議で集約したものを二つ以上具現化していくという目標を立てておるところでござい

ます。現在の進捗状況といたしましては、キャラクターの募集を始めて最終的にはデザイ

ンの決定を、あとでまた説明しますけれども、キャラクターのデザインができたところで

ございます。現在はキャラクターの愛称募集ということで１１月５日までキャラクターの

愛称を募集しておりまして、町の天女キャラクターというかたちで広報を進めておるとこ

ろでございます。それと、天女のシンポジウムというかたちで、１１月２３日、もうこれ

で決定させていただきますけれども、アロハホールのほうでシンポジウムを開催というこ

とで進めているところでございます。それとウオーキングリゾートとですが、あとのほう

で出てきますので、これにつきましてはこの天女の降る里づくりでも計画しながら、ウオ

ーキングリゾートのほうに向かっていくというかたちでやっていますので、あとでまた健

康推進課長とそちらで説明させていただきたいと思います。以上でございます。 

（蔵本健康推進課長） 

 ２７ページ、ウオーキングリゾートプロジェクトでございます。事業の目標といたしま

しては、ノルディック・ウオーク普及啓発事業参加者数を延べ３００人以上とするという

ふうに設定をしております。進捗状況といたしましては、７月に公認指導員の養成講座を

開催しまして１０名の指導員を養成いたしました。８月１７日から１０月２日までの４回、

現在まで開催をしておりまして、教室への参加者数が現在のところ１０５名ということで、

達成度が３５％といった状況でございます。以上です。 

（中本企画課長） 

 続きまして２８ページでございます。ウオーキングリゾートというかたちで、東郷湖周

辺で行われているウオーキングにどんなものがあるかということを皆さんのほうにも周知

をお願いしたいなということで、このページを追加させていただきました。進捗状況とし

ましては、４月２７日に「ケータイで健康づくりウオーキング」ということで記念大会が

あり１２５人の参加をいただきました。そして通年やられている東郷池春の健康散策ウオ

ーキングに３０６名の参加がありました。６月にはＳＵＮ－ＩＮ未来ウオークということ

で、二日間で延べ約２，８００人の参加を受け入れるコースとなっていたということでご

ざいますし、８月にはナイトウオークに８９名の参加。それと、カフェｉｐｐｏ、未来さ

んが運営されておりますけれども、南谷地区にあります以前の『夢広』のあとに『カフェ 

ｉｐｐｏ』をオープンしていただきまして、ウオーキングの発信基地というかたちで実施

していただいています。そこで１０月１３日にウオーキングを開催されて２００人の参加

ということでございました。それと１０月１４日には秋のウオーキングに１９０名の参加。

それと大きな大会としましては、１１月１０日、本大会は１１日でございますが、ノルデ

ィックウオーク湯梨浜大会ということで全国大会を進められているというところでござい

ます。これについては以上でございます。 

 それと最後になりますが、東郷湖活性化プロジェクト推進会議、この会議でございます。

第２回の会議が本日でございまして、３月に最終的な本年度の第３回をやるというかたち

で予定しております。今回進捗状況の中に書いておりますが、八頭町八東中の１年生が「輝
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きセミナー」というかたちで、地域の活性化をテーマとして取り組んでおられます。その

関係で、東郷湖活性化推進会議の内容について勉強したいということで１０月１０日に校

外学習のため来町されました。生徒４７名、引率者６名で勉強に来られたということで、

推進会議についてご説明させていただいたところでございます。以上でございます。 

（山田会長） 

 はい。それぞれの事業についてご説明いただきました。どの部分でも結構ですのでご質

問やご意見ありましたらお願いします。 

（宮本委員：鳥取県中部総合事務所長） 

いいですか。ハワイトライアスロンの宿泊者が２７５．７％ということで、非常に増え

ていて素晴らしいなと思ったところです。ただ、この日は、ＳＵＮ－ＩＮ未来ウオークも

ありまして、県外のお客様が大幅に、日本マッチングリーグの加盟で２．５倍くらいに増

えて、８００人くらい県外からお越しだったということを伺っておりまして、もしかした

らその関係もあるのかなと。相乗効果になっていたらいいんですけれども、そのへんは単

純にそのときの宿泊者数を増としてカウントされたということなんでしょうか？ 

（山田産業振興課長） 

大変多くなっておりまして、結果的に驚いております。所長が言われるようなことが原

因かもしれません。しかしながら、このはわい温泉・東郷温泉にという気持ちで宿泊して

いただけたかもしれません。来年の大会を、とりあえず同じような時期に第５回を計画し

ましたので、その結果を見ての考えになろうかと。 

（宮本委員：鳥取県中部総合事務所長） 

はい。分かりました。 

（宮脇町長） 

これはそういうこと？単純に当日泊まった人が増えただけっていうことじゃないでしょ

う？ 

（山枡委員：はわい温泉・東郷温泉旅館組合代表） 

要は、プラス未来ウオークが重なったということは原因だとは思っているんですけれど

も。 

（宮脇町長） 

でも、照会は？このトライアスロンに来られた方で泊まられた方というような照会を、

旅館組合には？ 

（山枡委員：はわい温泉・東郷温泉旅館組合） 

３０名。２０４名中、組合を通して泊まられたお客様というのは３０名なんですわ。そ

のほかの残り１７４名のお客様はそれぞれネットでとか直接電話っていうかたちで、結果

的に今回は２０４名だったと。 

（宮脇町長） 

 だからその１７４名のうちに、未来ウオークの関係が入っているかもしれないってこと

ですね。 
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（山枡委員：はわい温泉・東郷温泉旅館組合） 

まぁ、次回どうなるかですね。 

（遠藤委員：東郷湖・未来創造会議） 

 ２２ページの東郷湖周辺道路整備事業ですが、これは地元の方とかはまた桜の木を育て

られるということだと思うんですけれども、ここは桜の並木がきれいで、ちょっとウオー

キングされてもいいところだと思うんですが、やむを得ず伐採するところについては、新

たに植栽されるというような計画はまだされていないですか？ 

（県土整備局 川原） 

 そこはちょっと、お話をまださせてもらっておりません。いずれにしても、道路敷地か

ら外は民地になりますので、その民地の方の了解とか思いもありますし、何かをイベント

みたいなもので植えて、活性化ということで、さらによくしていただくということで植え

ていただけるといいかなと思いますが。 

（県土整備局 桑田局長） 

 ちょっとよろしいですか。再度説明しますけれども、ここの１５本の話ですよね。１５

本のところは、この上がちょっと高くなっていて、そこにまた桜の木が植わっています。

ということで、多分スペース的に、そのあたりに植えるスペースはもうあまりないのかな

というふうに思っています。それから宮内のところのこの９本ですけれど、ここを切って

しまっても今度はあと山裾しかありません。ですから基本的には、もうここで切ったもの

は多分設置は難しいというふうに考えております。同じところにはということです。です

から、今後は、どこかほかのところにこういうふうな感じで木を植えたいということであ

れば、そこのところはまた申し出てもらえればということです。この位置ではもう難しい

と思います。 

（遠藤委員：東郷湖・未来創造会議） 

昨年まで未来創造会議のほうで東郷湖周辺に花の植栽なんかを考えたらどうだという意

見もあがっていたものですから、それならここにのせていただければありがたいかなと思

っております。 

（県土整備局 桑田局長） 

 ですから、今度はどなたが木の管理とかをされていくのかな、というのが問題となって

こようかなとは思うんですけれども。そこの中でこういうところに植えたいということで、

例えば県の土地を貸してもらえたらといったことでしたら、そのへんは十分対応可能だと。

その発想はちょっと苦しいと思います。 

（遠藤委員：東郷湖・未来創造会議） 

 はい。分かりました。 

（尾崎委員：料飲組合） 

 単に町民の個人的な感情かもしれませんけれども、ここの桜並木っていうのは東郷池の

半分、西側とか南側が全部見えるんですね。言ってみれば東郷池の一番名物的な場所とい

うか、非常に感情的に切ってほしくないと思うんです。ただ、じゃぁどうするかといった
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らそのような状態なので、だからそのへんを考えて、できればなるべく残す方法で一つで

も検討してもらえればありがたい。 

（県土整備局 桑田局長） 

 道路計画でいきますと、例えば、池側は残るんです。今言っているのは山側。ちょうど

石碑のところで、公園のように植えておられますよね。その２段目の下のやつです。 

（尾崎委員：料飲組合） 

 その部分だけではなくて、見ればここに９番とか、その多い場所というか、言ってみれ

ばちょうどあやめ池のほうとか、反対側から見た場合に春の訪れを感じられて、見事なん

ですよ。早くから咲くから。感情論ですけど。 

（県土整備局 桑田局長） 

 池側は残るんですよ、池側は。山側のところは、ここは２段になっていますね。高いと

ころと低いところ。この低いところが消えてしまうかなと。 

（尾崎委員：料飲組合） 

 感情論で申し訳ないんですけど、山歩きのトンネルっていう感覚がね、そういうのがあ

るので、できる限りという話し合いをしてほしいというのが地元の住民の感情。 

（県土整備局 川原） 

 はい。そういうご意向はお伺いしておりますので、最大限配慮していきたいなというふ

うには思っております。 

（尾崎委員：料飲組合） 

 すみません、感情論でした。 

（高野委員：東郷池メダカの会） 

あの、その点ですけれども、あの桜の木というのは誰が植えられて現在誰が管理してお

られるといったようなことを知らない方も多いと思います。私は聞いたことがあるんです

が、どういう状況なんですか。 

（県土整備局 桑田局長） 

 満州のほうに行かれていた開拓団の方が戦後引き揚げられてきて、それでその方々が石

碑を建てられ、そしてその周りに木を植えられた。ただ、それ以降かなり年が経ちまして、

その方々がもう管理は難しいよということで、どなたかに管理を引き継ぎたいという要望

が出ています。というふうに聞いております。 

（県土整備局 川原副主管） 

 そうですね。実際、今手をかけられてない状態になります。 

（高野委員：東郷池メダカの会） 

 かつて、東郷町のときですか、町の関係で木を切ったことがあるんですよ。枝打ちをし

たことがあります。実際、私もシルバーで切ったんですけど。ですから、今誰が管理して

いるか、さっき誰が管理するかといったことを言っておられましたので、それと関連して、

どうなっておりどうしたらいいかといったようなことを、ちょっと考えてお聞きしたわけ

ですけれども。 
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（宮脇町長） 

 あの、先ほど桑田局長が説明されたように、基本的にはその方たちが高齢になられて、

自分たちではよう守りをしないので、なんとかお願いできないかというお話がございまし

た。道路と一体的にあるものですから、私どもも県のほうに管理をお願いできないかと申

し上げましたけれども、県のほうも、民地のほうにあるものですから、そこまで手を出し

て管理する事はできないというようなこともあって、町のほうで管理するならして下さい

よ、県で管理しなさいと言われると切りますよ、はっきり言えばそういう感覚のお話だっ

たんです。ですから今は誰が管理しているって、もしかして台風とかなんとかが来てこの

間みたいに枝が折れて道路に落ちたときには、みんなそれは県が実質上撤去したり、それ

は道路管理者の立場でもちろん兼ねてるんですけれども、して下さっておりまして、町は

何もしてないというのが今の実情ですよね。だから通常の、いわゆる枝払いとか毛虫対策

ですとか、そういったことはしないで放置されているというのが実態だと思いまます。 

（高野委員：東郷池メダカの会） 

 分かりました。もう一点。これは色々考えのあることだと思いますが、東郷池の周りに

桜がたくさんあるということで、非常にきれいなのでいいんだとお聞きしましたけれど、

ただ、ご存知のように今植えているソメイヨシノという桜については、非常に華やかです

が短命です。ご存知のように人間の命ほどなんですね。だから少し長い目で考えた場合に、

ソメイヨシノがいいか、もう少し長く、時間も長く咲く期間も長く、また風情のある山桜

系を植えるというようなことも、これはここでどうってわけじゃないですけど、私たちは

そちらがいいんですけれども、そういったことも含めて、植える木、桜も含めてどんな経

緯かというようなことも考えてもらい、桜が植えてあったからソメイヨシノだというよう

なことではなくて、もう少し幅を持って木の種類などを考えていただきたいと思います。 

（宮脇町長） 

 あの、その部分はおそらく、県にお願いするというよりも、むしろ未来創造会議の話が

先ほど出てましたけど、その中で東郷湖周に花の咲く木を植えたりしようということがあ

りますから、その中での議論でまたご意見を反映させていただくようなことをしてまいり

たいというふうに思います。 

（山田会長） 

 事実だけを知りたいんですが、この工事区間のここに示されている中で、桜の木って何

本くらいあるんですか？ 

（県土整備局 川原） 

 ７０本くらいかなと思います。１７本と一番左側に書いてありますが、ここの右側です

ね、今青い色が入っておりますけれども、このあたり全線で約３０本程度ございますので、

単純に足しますとそれくらいになるんじゃないかなぁというふうに思っています。 

（山田会長） 

 はい。他にいかがですか。 
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（中前委員） 

 ちょっといいでしょうか。ここの、今ちょうど写真が出てる、３番と４番のところはね、

季節によっては稀少種のカスミサンショウウオが下りてくるんです。だいたい冬から春に

かけて、この水路の中で産卵するんです。それでそこから大きくなって、また上がってい

くとしたら、多分その宮内藤津のほうの山に上がっていくと思うんだけど。普段はそこで

は暮らしてないんですけれども、冬から春にかけて、ここらへんはちょっと大事に、もし

工事にかかるときですね、大事にしておいてほしいのと、もし落ちてきても上がれる勾配

をどっかに付けておいてほしいなと思います。 

（県土整備局 桑田） 

 やるときに、いろいろ相談というかたちになると思います。こういう稀少種がおるとい

うような情報は我々も入手していますので。 

（中前委員） 

 お願いします。 

（山田会長） 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。では次へ行きます。今度は数値目標の達成

状況というところで、これもそれぞれ担当課長からお願いします。 

 

 

◆数値目標の達成状況 

（前田町民課長） 

 それでは、数値目標の達成状況ということで私のほうは一番上の欄、環境分野について

ご説明申し上げたいと思います。数値目標といたしましては、ＣＯＤ４．５ｍｇ／ℓという

ことが数値目標に掲げてあります。現在の状況でございます。平成２４年度暫定値という

ことでご理解いただければと思います。４月から９月までのデータということでございま

すので。暫定値といたしましては８．３ｍｇ／ℓということで、前年の同期と比較いたしま

してかなり数値があがっているという状況でございます。数値につきましては、県の水大

気環境課のほうから毎月提供いただいているところでございますが、この水質はＣＯＤだ

けではなくて、特に８月になってから全リン、リンですね、それから窒素、全窒素、これ

で非常にまぁ数値が大幅に上昇していると。これが上昇するということになってくると、

池が富栄養化っていいますか栄養がたくさんあるということで、アオコ等が非常にまた発

生すると。それに伴ってＤＯ（＝溶存酸素）、これが減っていくと。要するに酸素が池の中

にないと、特に下層、下のほうについては非常に貧酸素化が進んでいるということで、特

に８月９月、７月から８月、９月にかけて東郷池の水質が悪化をしているという状況でご

ざいます。いろんな原因があろうかと思いますが、また専門的な分野からいろいろなご助

言をいただければというふうに思いますが、原因の一つとして推測されるものが、一つは

この夏場に雨が少なかったということで、東郷池の中の水の対流が生まれずにこの水質が

悪化してしまったということ、そういうことから、この度の夏場の気象状況等によってこ
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うした数値が出たと思うんですけれども、東郷池の水質ＣＯＤの数値が非常に高くなって

きたというふうに思われます。今の、目標の達成状況の裏面に東郷池水質結果集計という

ことで、平成２４年４月から９月までの数値を記載しております。見ていただきますと、

段々と悪くなってるんですけれど、特に８月９月のＣＯＤが非常に高くなっているという

状況でございます。簡単でございますけれども、以上です。 

（山田会長） 

 では、観光のほうお願いします。 

（山田産業振興課長） 

 それでは観光を説明させていただきます。目標としましては年間２０万人を目標設定し

ております。これは根拠として書いてありますが、平成１４年以降、２０万人を割り込ん

でいるということで、１４年以前の目標２０万人を設定しておりますが、本年はそこに記

載しておりますけれども、昨年同期よりも若干増えております。が、中部の温泉地集計で

いいますと、だいたい昨年の２割減という状況で推移をしております。今も同時間に梨の

花温泉郷の理事会を開いて対策を講じておるところでございますけれども、軒並み中部で

は２割近くの減、宿泊数の減となっております。よろしいでしょうか。 

 次、産業部門でございます。漁獲量年間２００トンの目標でございます。足立組合長の

ほうからまた補足をいただければと思いますが、数字で示しておりますとおり、昨年同期

で約５トンの減少ということになっております。これは今年雨がほとんど降らなかったと、

最盛期に降らなかったということもありまして、このような数字になっておりますし、漁

協からの報告ですと、獲れてもほとんど死んでおるという状態のものが上がってくるとい

うようなことでございまして、ここの数値は９月末現在でありますけれども、生産が難し

いような状況でございます。 

（山田会長） 

 では、資源のところ。 

（中本企画課長） 

 はい。資源のほうでございますけれども、以前はここにパーセントというかたちであげ

ていましたけれども、先ほど各課長が説明しました実施計画のほうに目標の達成度という

かたちでいただいておりますので、それに代えさせていただきたいと思います。以上です。 

（山田会長） 

 では、数値目標全般に関して、個別でもちろん結構ですので、ご質問やご意見ありまし

たらお願いします。 

（宮脇町長） 

 今の、一番最初の水質の部分について、衛生環境研究所のほうで何かご意見あれば伺い

たいんですけれど。 

（衛生環境研究所 中村次長） 

 はい。確かに今年の夏は、ご承知のようにこの数値表のとおり、数値が高いんですけれ

ども、例年見られないようなアオコが見られていたということで、その分プランクトンが
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多く発生したときにどうしてもこういった数値が高くなりますので、そういったことが原

因だろうとは思います。ただ、通常ですと、湖ですので当然ある一定程度のプランクトン

はいるんですけれども、やはりある特定のものが異常に発生するということは、例年あま

りないようなことですので、なぜそういったものが今年の夏出たかということについては、

私のほうでは、そこまでは知識を持ち合わせていないということでございまして、それで

先ほどの雨が少ないとか、海水の水位が高いとか、そういった池の水か湖の水の流れにつ

いてはなかなかうちのほうでも把握しきれていませんので、湖の水質が、水の中がどうだ

ったか、そういったことも含めて検討しないと、見た目でＣＯＤが高くなったからと言っ

て、なかなかその原因までは非常に難しいんじゃないかというふうには思っております。 

（宮脇町長） 

 水草につきましても、先ほど報告があったんですが、この２年間、昭和の初めの頃の時

代の水草とはまた種類が違って、そんなに良くはないんだけれども、でも生えること自体

はいいことだろうというふうに素人考えで思っていたんですが、そういうのは天候の具合

か気温の具合か分かりませんけれども、発生自体が減っとるということになると、なかな

か東郷池の環境が一層厳しいほうに向かっておるじゃないかという気がしたりするんです

けど、そのへん何かコメントいただけるとありがたいです。 

（衛生環境研究所 中村次長） 

 すみません。私あまり水草に詳しくないんですけれども。うちの研究員で、そういった

研究をしていた者もおるんですけれども、昨年今年あたりの状況についてはあまり聞いて

ないので、ちょっとこの場で申し上げられないです。申し訳ないです。もちろんそういっ

た周辺に生えている水草を含めて、湖内に生えている水草を含めて、そういった除去活動、

取って肥料にするといったことが、水質浄化につながるということは昔から言われており

まして、周辺の外来種とかも含めて廃絶すべきものだろうと思いますけれども、ただ、な

ぜ今年昨年あたり生えないかというのが、ちょっと私の知識では分からないというのが正

直なところでございます。 

（宮脇町長） 

 分かりました。続きはまた聞かせてもらいます。よろしくお願いします。 

（足立委員：東郷湖漁業協同組合） 

 先ほどからシジミの漁獲量のことについて議題になってるんですが、去年もインターネ

ットに出たんですけど、なんか今回、先ほどからお話に出てるように天候不順っていうか

自然相手なものですから、今年は、種取もやってるんですけど、今回２０日から稚貝を放

流してもらうようにしてるんですけど、ほとんど種が取れてない。それから産卵が全然う

まくいってない。今、毎日漁師さんが出てるんだけど、一人１０ｋｇまでという制限をし

てるんだけど、今は５ｋｇ獲れたらいいほう。ほとんど漁獲量なんてなくて、休んでる人

のほうが多いような状態になってます。今年は、漁獲量はとてもじゃないが追いつくよう

なわけに行きませんので。それで、１１月１日から、禁漁区に一応してあるところも解禁

になるんですけど、禁漁区の中も他所から来た泥棒にほとんど獲られちゃってるという感
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じで、この間も警察と現場検証に行ったんですけれども、やっぱり見回りしてるんだけど

上手に合間を縫って持っていくというか、取りこぼしが落ちている。袋に詰め替えて車に

載せて帰るんだけど、それが、人が来て慌てて帰るときに、ちょいちょい袋が落ちてる、

田んぼの中に。そういうことで入り口とかあの辺を掘ってもほとんどいない。目の細かい

じょれんで獲っていくから。そこに貧酸素だのなんだかんだの悪条件がそろって、産卵も

うまくいっていない。来年再来年、三年はほとんどダメな状態になるんじゃないかなぁと。

明日またその対策会議をしてみようかなと思っているんだけど、そういう状態なもので、

漁獲量は２００トンという目標は当分見込みができない。 

（宮脇町長） 

あの、対策会議でご検討いただくことに入るかもしれんですけど、組合長さん、それは

密漁注意とかいう看板をよく盗りに入るような辺に立てたりしといたらどうでしょうか。

住民も注意してみるでしょうし。抑止力に。 

（足立委員：東郷湖漁業協同組合） 

 内漁連の会合があったときに、県条例でも罰金を厳しくしてもらうように県に陳情した

んですけど。 

（宮脇町長） 

 だけど、今は実刑になってるはずですけどね。 

（足立委員:東郷湖漁業協同組合） 

 いや、あれは宍道湖であって島根県の県条例です。鳥取県はまだしてないもので。来た

連中は１００ｋｇも２００ｋｇも獲って１００万２００万稼ぐ。でも警察は２０万の罰金

を払ったら無罪放免にしちゃうもので。 

（宮脇町長） 

 これまで罰金だったのが禁固になって、それで減るってことだったのでは･･･。 

（足立委員：東郷湖漁業協同組合） 

 この間も県に聞いたんです。県の条例ではまだそれができない。今回陳情して、議会に

かけてもらって、知事の認可をもらってからでないとできないもので。警察も何とか罰金

と罰則を厳しくしてもらって、宍道湖と相談しながらやってもらえんだろうかと、警察に

も話をしたんだけど。宍道湖は２００万以下の罰金と３年以下の懲役、鳥取県の場合はま

だ決まってないもので、捕まえても２０万の罰金払ったら帰っていきます。だから当たり

前みたいな顔して獲りに来る。警察も捕まえてもすぐ釈放するもので、あたまにくるけど

どうしようもないもので、熱が入らんです、みんな。それで、県条例をちょっと強くして

もらうように頼んでいる。何年くらいかかるか、１年くらいかかるんかいな？と聞いたら、

いや１年もかからんけど時間はかかるってことで。 

（宮脇町長） 

またじゃぁお願いしたりしていきましょう。所長さんがおられますし。 

（山田会長） 

 他にいかがでしょうか。では今の数値目標以外でも、全体に関わってご意見ご質問あり
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ましたら、なんなりおっしゃってください。いかがでしょうか。 

（高野委員：東郷池メダカの会） 

 新聞をちょっと見たんですけれども。この東郷湖活性化プロジェクト事業、それからこ

の中の２５ページに出てるんですけど、東郷湖・未来創造会議というのが確か一緒になっ

ていこうというような話しがあったんですけど、どのような状況になっておるでしょうか。 

（山田会長） 

 これは、町長さんか遠藤さん。まずは町長さん。 

（宮脇町長） 

 東郷湖活性化プロジェクトのほうは、コンセプトとしては東郷池の環境をベースにして、

東郷湖周の魅力を高め、それを各分野の方たちのご意見をいただいて進行管理なりをして

いこうということで、共通コンサルみたいなもので。未来創造会議のほうは、要するに、

いろいろ産業とか部会を設けてその中で、同じようなことかもしれませんけど、東郷湖の

魅力をアップしたりするためにはどういう方法があるかということを議論して、その施策

を考えて実施する部隊だと思ってもらったらいいと思います。そのこともだから、この活

性化プロジェクトの中で相談されて、またご意見をいただいたりする、そういう位置づけ

の差があるというふうに私自身は認識しております。考えて実践する部隊と。会長さんそ

れでいいですか、そう思ってますけど。 

（遠藤委員：東郷湖・未来創造会議） はい。 

（山田会長） 

 何かあったら。 

（遠藤委員：東郷湖・未来創造会議） 

 そうですね。まぁ１回未来創造会議の結果が出て、それからがこちらの動きが無いのが

心配なんですけれども、やはりそこから成功、実践に向けての動きというのを、これから

何らかの方法で役場のほうと一緒にやっていかないといけないかなと。これは町民の意見

がかなりいろんなかたちで出てきたものですから、それをまとめたところが今のところな

んです。それを一部は実行しているものもありますけれども、まだ未着手のところもあっ

たり。さっき言われた湖周辺に花とかのエリアを作ったりだとかいうのも、まだ具体的に

は、じゃぁこうやるんだというのはできていないので、それはまたこれから実行部隊って

いうかたちで町に提案したりとかしていかなきゃいけないのかなと思ってます。 

（宮脇町長） 

 ですから考え方で、さっき言いましたように、ここは総合的な進行状況把握をして、そ

れを正したりということですので、比較的団体の方もトップの方に参加していただくよう

なかたちで構成させていただいてますし、未来創造会議のほうは、要するに自分でやりた

い方、団体の中でも若い方、役場職員も管理職じゃない若い職員が参加してという格好で、

実戦部隊としての位置づけを強くしているところです。 

（高野委員：東郷池メダカの会） 

 ということは、当分の間は今のかたちでいかれるということですか。 



 18 

（宮脇町長） 

 あの、また会長さんと相談しないといけませんが、委員の皆さんのご意見等があって、

その一本化なりということがあれば、それはあり得るとは思いますけど、当面はそういう

格好でやらせていただければというふうに思っております。 

（山田会長） 

 他にいかがでしょうか。先ほど道路の整備計画をお聞きしましたが、これまた別の案件

になるのでしょうか。東郷池河川整備計画について。 

（県土整備 桑田局長） 

 河川整備計画は全く違います。 

（山田会長） 

 ではお願いします。 

（県土整備局 桑田局長） 

 それでは、別添でＡ４の紙１枚が入ってるんですけれども、これに基づきまして説明さ

せていただきます。東郷池の河川整備計画と申し上げまして、今の東郷池の場合ですね、

湖岸堤等の整備が完全にできているかというと、そうではないというふうな状況になって

おります。そういう中で、どういうふうに東郷池の安全度を高めるかということをやった

らいいのかということで、ここにありますように７月の末から８月の盆までにかけまして、

関係団体と意見交換をし、さらには湯梨浜町内４つの会場でいろいろ話をさせてもらいま

した。その結果を裏面のカラーのほうで見てもらったらと思うんですけれども、一応松崎

地区では、やはり浸水被害等が多いというふうなことから、湖岸堤を整備してもらえない

だろうかというふうな意見が強くこざいました。一方の旧羽合町側のほうは、堤防云々よ

りは道路の嵩上げをやってもらえないだろうかというふうな意見が強く出ております。そ

ういう中で、じゃぁ具体のイメージはどういうイメージかなというのがこちらです。 

ここにあります四つ手網の付近の分なんですけれども、今の歩行者帯というんですか、広

い歩道のところを若干上げさせてもらって、それを堤防のようにしていこうかなというふ

うに考えておるところでございます。ということで今、今後第４回の検討会を、１２月の

６日に開くようにしております。その場で、今の河川整備計画の松崎のあたりの堤防をど

れくらいの高さにさせてもらいましょうか、というあたりの素案を提案していきたいとい

うふうに思っています。その上で、ある程度そこのところで理解が得られましたら、再度

住民説明会を、これも夏と同じように４箇所でやりたいと思っています。松崎それから長

和田のあたり、さらには浅津、橋津というふうなかたちで、再度こういった計画でどうで

しょうかという説明会をやりまして、そうして今度は広く町内の方に意見を聴きながら河

川整備計画を、できれば年度内に第５回の検討会等をやって、河川委員会のほうに河川整

備計画案というものを出せれたらなというふうに思っておるところでございます。という

ことで、またいろいろと町報等を介しまして、こういうふうなことをやりよりますよとい

うかたちのＰＲをさせていただきたいというふうに思っておりますので、皆さんもご参加

等をいただけたらなということでございます。以上です。 
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（山田会長） 

 今のご説明に対してご質問等ありましたらお願いします。よろしいですか。 

（宮脇町長） 

 あの、松崎地域の方で、湖岸をあげることについて大変な不安を持っておられる方も多

いようですけれども、今お話にあった四つ手網の辺でだいたいどのくらいの高さになりま

すか。あまり視界を遮るような形にはならないような形にしてあるんですけれど、何ｃｍ

くらいあがるものだと思えばいいんですか。 

（県土整備局 桑田局長） 

 いろいろこれから話をしていくというかたちになるんでしょうけど、６０cm程度かなと。 

（宮脇町長） 

 ということなんですが、立木さん。家の前ですが。 

（立木委員：湯梨浜町商工会女性部） 

 あげても津波対策にはなりませんね。でも、ないよりはいいと思います。 

（宮脇町長） 

 あの、津波は多分、東郷池には大丈夫だと。 

（県土整備局 桑田局長） 

 津波とかの場合は、逆に水門がありますよね。水門で閉めてしまいますから、あまりこ

こまでの津波の影響っていうものは考えなくていいんじゃないかなと思います。ただ、今

６０ｃｍくらいと言いましたけれども、当然想定している雨というものがあります。です

から、いくらかあげたから、もう大丈夫ということでは全くないわけでございまして、や

はりどうしても松崎のあたり、そうはいっても浅津のあたりは、つきやすいというのは残

ります。ですから大雨等の場合は、やはりある程度は逃げていただくというふうなことを

一緒にやらないと、あの堤防をちょっとあげたから大丈夫というわけにはまいりませんの

で、そこだけは充分そのあたりも防災対策というのをやっていただきたいというふうに思

います。 

（山田会長） 

 他にいかがですか。これからいろんな説明をされて、住民の方に意見を聴かれて、具体

的なことを考えるということですよね。 

（県土整備局 桑田局長） 

 はい。というのが、意見交換というか住民説明会をやったんですけれども、皆さんの出

が悪くて。言い方は悪いですけれども、二桁いったのは松崎だけです。ほかのところはあ

まり出てこられなかった。もう少し東郷池に関心をもってもらいたいなと。 

（宮脇町長） 

 町としても責任を感じておりまして。皆さんもぜひ声かけのほうをよろしくお願いでき

たらと思います。 

（山田会長） 

 私は東郷池に隣接して住んでいるので、ものすごく関心が高いので。他にいかがでしょ
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うか。では、何枚か資料を配っていただいてるんですけれど、事務局のほうからちょっと

広報方お願いします。 

（中本企画課長） 

 では資料のほうで。先ほどもちょっと説明させていただきました。湯梨浜町の天女キャ

ラクターというものを公募しており、６８９名、９００の作品の中から、今回このキャラ

クターというかたちで、今後町の宣伝を兼ねてＰＲしていこうと。それで進めていく中で、

今はちょうど愛称の募集というかたちですけれども、１１月５日まで愛称を募集しており

ます。これが募集要項になっておりますので、皆様もキャラクターの愛称を募集していた

だけたらなと思っているところでございます。よろしくお願いします。 

（山田会長） 

 あと、天女シンポジウムとか、こういうのも。 

（中本企画課長） 

 先ほど未来創造会議の中で説明した天女シンポジウムについてでございますが、１１月

２３日、勤労感謝の日でございますが、その日にアロハホールのほうでシンポジウムを開

催したいと考えておるところでございます。最初に、午前１０時ごろから天女のぬり絵教

室を開きまして、その後シンポジウムを１３時から開催していきたいと思っております。

それで特別講演として平井知事のほうに来ていただいて、「地域力を結集したまちづくり」

というかたちでの講演と、基調講演としましては「伯耆の国の天女伝説」というかたちで、

鳥取大学の名誉教授の野津教授のほうに天女の伝説ということで講師を受けていただいて

おりますし、そのあとパネルディスカッションというかたちで、３名及び４名の方のお話

を伺いながらネルディスカッションを開催していきたいと考えておるところでございます。

以上でございます。 

（山田会長） 

 さかなクンのはいいですか？ 

（前田町民課長） 

 会議の資料に配布をさせていただきました。さかなクンの講演会についてご紹介したい

と思います。これは鳥取県との共催事業でございまして、１２月１６日、日曜日でござい

ます。ハワイアロハホールにおきまして、さかなクンの講演会といいますか、トークショ

ーをしたいというふうに考えておりまして、現在その準備を進めておるところでございま

す。「ギョギョっと、びっくり、さかなクン！東郷池のお魚たちとともに～！！」というこ

とで開催をするようにいたしておりまして、町内の小中学生等にぜひ来ていただきたいな

というところでございます。入場料無料ということで考えております。定員オーバーとな

れば、抽選をさせていただければということは考えております。なお、本日の会議にも出

席していただいておりますが、中前先生のほうにもご参加いただくようにしておりますの

で、皆様方にも参加をお願いできたらなと思っております。以上です。 

（宮脇町長） 

 これは整理券ですか？ 
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（前田町民課長） 

 用紙の後ろに申込用紙をつけさせていただいております。超えた場合につきましては、

抽選をというふうに考えております。 

（宮脇町長） 

 事前申込みで、整理券を出すの？ 

（前田町民課長） 

 はい。 

（山田会長） 

 各委員から、何か言っておきたいことありますか？ 

（宮本委員：鳥取県中部総合事務所長） 

 この全体の骨組みを見ますと、やっぱりその中で一番大事なのは、まず東郷池がきれい

でないと他のところに波及できないんだろうと思うんです。で、今日の中間報告ですけど、 

結構厳しい状況が分かりまして、このまま最終の報告、年度末の報告ということに持って

いってもいいものだろうかなと思ったりして。どうなんでしょうか。それぞれの部会で、

専門家の方も、鳥大の先生とかですね、ご意見も伺ったりしてちょっと方向転換なり、あ

る程度こうプラスして取り組むことも必要であればそういうこともしていかなきゃいけな

いのではと、ちょっと危機意識を持ったようなことなんですけれど、皆さんはどう思われ

ましたでしょうか。 

（山田会長） 

 このＣＯＤの数値というのはどういうふうにはじきだしてるんですか？この期間の月々

の平均値をここで出してるんですか？どういうふうに見たらいいでしょうか。この期間に、

何ヶ月間かありますね、４月から９月までの水質の値っていうのは、どういうふうに計算

してここに出てるんですか？ 

（前田町民課長） 

 ７５％値になります。全体の上と下との数値が出てるんですけども、その平均というよ

りも、その数値の７５％値を、その達成状況には入れております。４月から９月までの数

値がありますんで、それの平均と言ったら５０％ですけれども、それの７５％値を。 

（山田会長） 

 ４月にずっとこういうのを全部やって、その７５％、そういう言い方ですか？だと年間

だと同じようなことで、年間をやっておいて７５％という、そういうやり方をするんです

ね。今、所長さんがおっしゃったことに関してどうでしょうか。 

（宮脇町長） 

 私が先ほどお尋ねしましたのも、そういう心配をしながらで。あの、このさかなクンの

トークショーのときには議論というか意見交換みたいなのはないの？ 

（前田町民課長） 

 現在予定しておるのは、北溟中の科学部の生徒さんが東郷池のこの環境というか水質等

について勉強されております。それの報告をしていただくこと、それとさかなクンの講演、
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それと中前先生との掛け合いと、掛け合いと言うかトークショーということで計画はして

おります。 

（宮脇町長） 

 これ１２月ですから、それまでにできれば、先ほど所長がおっしゃった学識経験者の方

とか、あるいは衛生環境研究所それから栽培漁業センターの方たちのご意見を聴く会をや

ってみたらどうですか？こういう状況になってるんだけれどもと。 

（仙賀副町長） 

 私のほうからいいですか。あの、水質浄化を考える会、これを年に１回ないし２回開催

するようになっておりまして、そこの中で再度、本年度中にもう一回開いて代表委員と一

緒に協議していきたいと思っております。 

（山田会長、宮本委員：鳥取県中部総合事務所長） 

 ぜひよろしくお願いします。 

（山田会長） 

 他にいかがでしょうか。では閉じさせていただいてもよろしいですか。特に無ければ 

終わります。どうもありがとうございました。 

 

 


